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6月11日、市浦中学校（松川昌樹校長） 3年生29人は、 

保健センター市浦（ピンコロ館）で「母と子のふれあい

セミナー」に参加しました。 

始めは緊張気味な生徒も、お母さんと子ども達とのふ

れあいでなごみ、会場は笑顔と熱気に包まれ、授乳や身

体計測などに汗を流しながら頑張っていました。 

中には、子どもが眠ってしまうほど、だっこの上手な

生徒もいました。 

ノー 〈今月の市民〉 

	2 人 口／63 ,719人（-29) 

	3 男 ／29 ,918人（一9) 
女 ／33 ,801人（一20) 

4-,7 世帯数／24, 389世帯（十12) 
6月30日現在（前月比） 
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ト
左
か
ら
大
橋
く
ん
、
伊
丸
岡

さ
ん
、
小
笠
原
く
ん
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今
年
も
夏
休
み
の
始
ま
り
に
合
わ
せ
、
 

七
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

十
一
日
間
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運動

が
展
開
さ
れ
、
市
内
各
地
で
様
々
な
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

二
十
一
日
の
早
朝
、
J
R
五
所
川
原

前
で
は
平
山
誠
敏
市
長
や
福
井
久
男
五

所
川
原
警
察
署
長
ら
約
八
十
人
が
、
交

通
安
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
た
ポ
ケ

ツ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
て
交
通
事
故

の
防
止
を
呼
び
か
け
、
運
動
期
間
の
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

ま
た
同
日
、
リ
レ
ー
式
青
空
交
通
安

全
大
会
が
行
わ
れ
、
小
泊
を
出
発
し
た

リ
レ
ー
旗
が
市
浦
か
ら
中
里
と
引
き
継

が
れ
て
金
木
総
合
支
所
に
到
着
。
交
通

安
全
指
導
隊
、
整
理
員
、
母
の
会
の
ほ

か
老
人
ク
ラ
ブ
や
保
育
所
の
子
ども
た

ち
が
参
加
す
る
中
、
交
通
安
全
宣
言
で

は
金
木
第
四
保
育
所
の
大
橋
郁
人
く
ん
、
 

伊
丸
岡
い
づ
み
さ
ん
、
小
笠
原
濡
羅
く

ん
が
声
を
合
わ
せ
「
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
」
 

と
元
気
に
誓
い
ま
し
た
。
 

中
央
小
の
囲碁
チ
ー
ム
 

七
月
二
十
一
日
、
中
央
小
学
校
の
囲

碁
チ
ー
ム
が
市
役
所
の
平
山
市
長
を
訪

れ
第
三
回
文
部
科
学
大
臣
杯
小
・
中
学

校
囲
碁
団
体
戦
全
国
大
会
青
森
県
大
会

小
学
生
の
部
で
初
優
勝
し
、
全
国
大
会

へ
初
出
場
す
る
こ
と
を
報告
し
ま
し
た
。
 

選
手
の
寺
田
研
人
く
ん

（3
年
）
、
 

増
田
歩
く
ん

（3
年
）
、鳴
海
晴
康
く

ん

（6
年
）
は
、
中
央
公
民
館
の
囲
碁

教
室
で
岩
城
徳
男
さ
ん
や
工
藤
和
豊
さ

ん
の
指
導
を
受
け
、
大
人
を
相
手
に
対

局
を
重
ね
て
実
力
を
つ
け
ま
し
た
。
三

選
手
は
 
「全
国
大
会
で
も
頑
張
り
ま
す
」
 

と
力
強
く
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

音
鴻
会
で霧
芸
考
 

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
青
森
県
予

選
会
で
入
賞
し
た
、
市
内
小
学
校
卓
球

部
七
人
の
選
手
が
、
七
月
二
十
日
市
役

所
を
訪
れ
、
平
山
市
長
に
全
国
大
会
出

場
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
 

全
国
大
会
出
場
者
 

男
子
バ
ン
ビ
（小
学
1
・
2
年
の
部
）
 

木
村
 
輔
（
栄
小
2
年
）
 

女
子
力
ブ

（小
学
3
・
4
年
の
部
）
 

推
薦
出
場
・
E
藤
 
優

（南
小
3
年
）
 

工
藤
 
彩

（
二輪
小
3
年
）
 

松
川
ひ
か
り
（
三
輪
小
4
年
）
 

女
子
ホ
ー
プ
ス
（
小
学
5

・
6
年
の
部
）
 

平
山
春
香

（
南小
6
年
）
 

赤
城
飛
佳
（
羽
野
木
沢
小
6
年
）
 

小
林
朋
末

（
同5
年
）
 

、
 
ノ
 

！
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j
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新
た
な
窯
作
り
 

2
0
0
6五
所
川
原
世
界
薪
窯
大
会

が
七
月
一
日
か
ら
津
軽
金
山
焼
で
開
催

さ
れ
、
世
界
八
カ
国
十
二
人
の
陶
芸
家

が
参
加
し
、
新
た
な
窯
作
り
に
挑
戦
す

る
人
な
ど
、
金
山
は
世
界
的
に
も
薪
窯

の
研
修
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

七
月
十
九
日
、
松
宮
亮
二
実
行
委
員

長
と
参
加
者
十
二
人
は
、
平
山
市
長
を

表
敬
訪
間
し
ま
し
た
。
外
国
人
陶
芸
家

の
皆
さ
ん
は
、
「
五
所
川
原
は
親
切
な

人
が
と
て
も
多
い
」
 
「
金
山
の
土
は
創

作
し
や
す
く
ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
」
と
次
々

に
感
想
を
述
べ
、
な
ご
や
か
に
歓
談
。
 

ア
メ
リ
カ
人
の
リ
ー
・
ミ
ド
ル
マ
ン
さ

ん
は
自
慢
の
壷
を
市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
 

,
 



「
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 呈奮ミ」
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情
報
欄
の
文
章
編
集
と
P
4
5
5
 

の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、職
業
体
験
の
研

修
を
し
た
鈴
木
悠
介
さ
ん
（
青
森

職
業
能
力
開
発
短
期
学
校
2
年
）
 

が
行
い
ま
した

。
 

感
想
（
鈴
木
）一
行
政
の
仕
事
は
貴

重
な
経
験
にな
り
ま
し
た
。自
分
が

つ
く
った
も
の
が
「
広
報
」
と
いう

形
に
な
り
残る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。
 

u倉
寛
の
河
原
地
蔵
尊例
太
祭
 

七
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
川

倉
奏
の
河
原
地
蔵
尊
例
大
祭
が
行
わ
れ

た
。
初
日
は
地
蔵
尊
堂
で
の
大
法
要
に

始
ま
り
、
十
八
日
は
境
内
野
外
ス
テ

ー
 

ジ
で
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
例
大

祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
 

十
九
日
に
は
供
え
物
の
焼
却
供
養
法
要

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
小
約
二
千
体
の
地
蔵
様
が
祭
ら
れ

て
い
る
本
堂
に
は
、線
香
の
煙
が
た
だ

ょ
い
、
御
札
書
き
の
人
達
で
あ
ふ
れ
る

中
、
次
々
と
参
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
。
 

先
祖
の
供
養
を
し
て
も
ら
っ
た
あ
と

は
、
費
の
河
原
な
ど
を
回
り
、
地
蔵
尊

に
供
え
物
を
し
、
着
物
を
取
り
替
え
る
 

親
子
連
れ
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
境
内
で
は
、
イ
タ
コ
の
口
寄
せ

も
行
わ
れ
、
家
系
図
を
基
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
涙
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
 麟

 

川
倉
賓
の
河
原
の
歴
史
 

川
倉
賓
の
河
原
の
歴史
に
つ
い
て

は
、
慈
覚
大
師の
開
創
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
天
空
か
ら
御
燈
明
が
降り
、
 

光
り
輝
く
場
所
か
ら
出
土
し
た
地
蔵

尊
を
、
安
置
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
 

毎
年
旧
暦六
月
二
十
二
日
か
ら
一
一
 

十
四
日
ま
で
例
大
祭
が開
か
れ
ま
す
。
 

／
 

、
 

記
多
業
め
 

事
曇
露
 

南
小
学
校
（
成
田
徹
夫
校
長
）
の
児

童
会
は
七
月
十
三
日
、
ア
ル
ミ
製
の
プ

ル
タ
ブ
を
集
め
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
会
社

と
交
換
し
た
車
い
す
一
台
を
五
所
川
原

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

プ
ル
タ
ブ
集
め
は
、
児
童
会
の
運
営

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
約
五
年
前
か

ら
始
ま
り
、
家
庭
は
も
と
よ
り
親
の
職

場
ま
で
協
力
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
 

校
内
に
回
収
総
重
量
を
掲
示
し
た
り
、
 

学
級
対
抗
で
集
め
る
な
ど
様
々
な
工
夫

で
活
動
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し

て
重
量
が
目
標
e
三
百
キ
ロ
に
達
し
、
 

車
い
す
が
今
年
の
三
月
に
同
校
へ
届
け

ら
れ
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。
 

●
 

 

善
意
匂
花
な
』
 

ど
つ
も
あ
り
が
と
う
「」ざ
い
ま
し
た

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社

（
工藤
茂

雄
社
長
）H
寄
贈
（
納
豆
五
十
人
分
）
。
 

〇
静
屋
境
商
店
（
境
和
子
代
表
）
H
寄

贈
（
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
十
三
ケ
ー
ス
）
。
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合
組
合
員
岩
木

納
豆
本
舗
（
竹
浪
了
代
表
取
締
役
）
 

H
寄
贈
（
納
豆
五
十
人
分
）
。
 

〇
五
所
川
原
理
容
女
性
部
（
新
谷と
き

部
長
）
【
寄贈
（
雑
巾
百
枚
）
。
 

⑥
助
五
所
川
原
市
教
育
振
興
会
へ
 

〇
株
式
会
社
II
Iワ
電
工
（
島
谷
昭
一
代

表
取
締
役
）
n
十
万
円

（
チ
ャリ
テ

イ
ー
ゴ
ル
フ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
益

金
）
。島
谷
会
長
は
、
「子
ど
も
達
の

教
育
の
た
め
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

⑨
五
所
川
原
市
・
市
観
光
協
会
・
商
工

会
議
所
へ
 

〇
N
T
T
グ
ル
ー
プ
／
N
T
T
東
日
本

弘
前
支
店
（
吉川
隆
司
支
店
長
）
、N
 

T
T
東
日
本
ー
青
森
五
所
川
原
ー
T
 

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
H
寄
贈
（
立
侵

武
多
絵
入
り
う
ち
わ
三
千
枚
）
市

・

市
観
光
協
会
・
商
工会
議
所
（
各
千

枚
ず
つ
。
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青
森
地
方
裁
判
所
か
ら
の

お
知
ら
せ
 

青
森
地
方
裁
判
所
民
事
執
行
係

皿
0
1
7
(
m
)
5
3
5
1
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

8
月
社
知
ら
『
 

一【
今
彫の
相
認
旦
 

⑥
人
権
相
談
 

凪
（
6
2)
2
1
1
1
 
内
線
1
6
 

●

8
月
8
日
因
 
1
0時

、
1
5時
 

市
浦
総
合
支
所
 
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
 

◇
相
談
員
 
人
権
相
談
委
員
 

⑥
行
政
相
談
 

市
民
課
 
内
線2
0
7
 

●

8
月
1
0日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

8
月
2
4日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
行
政

・
人
権
合
同
相
談
 

凪
（5
3)
2
1
1
1
 
内
線
1
2
6
 

●

8
月
2
3日
困
 
1
0時

、
1
5時

金
木
総
合
支
所
 
第
「
蚕議
室

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員

人
権
相
談
委
員
 

⑥
こ
こ
ろ
の
相
談
 

西
北
地
方
健
康
福
祉
こ
ども
セ
ン
タ
ー
  

（
保
健部
）
保
健
予
防課
 

m
(3
4)
21
0
8
 閥
（3
4)
7
51
6
 

不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭
や
職
場
で
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
ノ
イ
ロ

ー
 

ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
ひ
ど
い
も
の
忘

れ
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
1
1日
国
 
1
3時

、
1
4時

五
所
川
原
保
健
所
 
第
一
相
談
室
 

立
侵
武
多
を
世
界
に

ー
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

m
(3
7)
3
2
01
 
千
屋
 

情
報
技
術
科
の
実
習
の
一
環
と
し
て
、
 

毎
年
、
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
立
侯

武
多
の
ラ
イ
ブ
中
継
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

●

8
月
4
日
国
、
8
日
因
 

1
9時

、
2
1時
 

⑥
こ
ち
ら
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
ー
 

ht旦
『w
w
w・g
o
s
y
og
a
w
a
r
a

・in
fb『tn
eP
u
t
a『
 

こ
れ
ま
で
、
青
森
地
方
裁
判
所
五
所

川
原
支
部
で
取
り
扱
っ
て
き
た
不
動
産

執
行
事
件
及
び
債
権
執
行
事
件
は
、
9
 

月
1
日
か
ら
青
森
地
方
裁
判
所
本
庁
で

取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

◇
す
で
に
五
所
川
原
支
部
に
申
立
て
を

さ
れ
て
い
る
事
件
…9
月
1
日
か
ら

す
べ
て
青
森
地
方
裁
判
所
本
庁
で
取

り
扱
い
ま
す
 

◇
新
た
に
申
立
て
を
さ
れ
る
場
合
…す

べ
て
9
月
1
日
か
ら
青
森
地
方
裁
判

所
本
庁
で
受
付
し
ま
す
。
（
郵送
可
）
 

◇
移
転
先
・
三T
O
3
0
1
8
5
2
2
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
3
番
習
万
 

青
森
地
方
裁
判
所
民
事
執
行
係
 

●

8
月
2
3日
困
 

1
2時

、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
の
梅
で
作
っ
た
 

梅
潰
け
、
豆
腐
、
み
そ
、
そ
ば
餅
等
。
 

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に
H
【
 

家
庭
福
祉
課
  

内
線
2
4
9
 

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
の
方

へ
 
「児
童
扶
養
手
当
現
況
届
」
 
の用
紙

を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の
届
出
は
所
得

額

・
受給
資
格
を
確
認
す
る
た
め
毎
年

提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
必
要

事
項
を
記
入
し
添
付
書
類
を
確
認
の
う

え
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

さ
れ
な
い
場
合
、
8
月
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
 

◇
提
出
書
類
 
通
知
文
書
に
記
載
 

◇
提
出
期
間
 
8
月
1
日
因
、
3
1日
困

◇
受
付
場
所
 

・

市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係
 

・

金
木
総
合
支
所
福
祉
係
 

m
(5
3)2
1
1
1
 内
線
1
3
0
 

・

市
浦
総
合支
所
保
健
福
祉
係
 

m
(6
2)2
1
1
1
 内
線
3
4
 

浄
化
槽
設
置
費
用
の
 

補
助
金
制
度
 

環
境
対
策
課
 
内
線

2
3
2
 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

便
利
な
ロ
座
振
替
で
ー
 

国
保
年
金
課
 
内
線2
1
1
5
21
3
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市
は
、
生
活
雑
排
水
に
ょ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
 

増
改
築
に
よ
り
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
 

（
注
）
新
築
の
場
合
は補
助
対
象
外
。
 

⑥
制
度
の
概
要
 

1
、
建
物
の
用
途
…
住
宅
 

2
、
対
象
の
地
域
…
公
共
下
水
道
の
事

業
認
川
区
域
以
外
及
び農
・
漁
業
集

落
排
水
処
理
施
設
の
処
理
区
域
以
外

の
区
域
。
 

3
、
そ
の
他
…
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
等
。
 

＠
申
込
み
（
平
成
1
8年
度
分
）
 

市
で
は
、
今
年
中
に
浄
化
槽
設
置

予
定
の
人
を
対
象
に
浄
化
槽
設
置
補

助
金
の
申
込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

⑥
締
切
り
 
8
月
1
8日
国
必
着
 

な
お
、
平
成
1
8年
度
分
の
設
置
基

数
は
、
1
基
（
6
5
7
人
槽
】
補
助

金
額
4
3
8
0
0
0
円
）
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
予
定
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

※
補
助
金
の
額
は
浄
化
槽
設
置
に
要
す
 

る
費
用
と
し
、
右
記
補
助
金
額
の
上
 

限
は
4
3
8
0
0
0円
と
し
ま
す
。
 

※
詳
細
は
、
環
境
対
策
課
ま
で
。
 

口
座
振
替
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
る
と
、
指
定
し
た
口
座
か
ら
毎
月
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
手
間
や

時
間
が
省
け
て
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便

利
・
安
心
・
確
実
で
す
。
口
座
振
替
で

の
ー
カ
月
毎
の
お
支
払
い
なら
、
そ
の

月
の
保
険
料
を
同
月
の
末
日
に
引
き
落

と
す
早
割
制
度
を
利
用
す
る
と
月
額
5
 

0
円
の
割
引
に
な
り
お
得
で
す
（
※
半

額
免
除
の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
早

割
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
）
。
 

ま
た
、
口
座
振
替
で
前
納
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
一
年
分前
納
で
は
3
4
 

9
0
円
割
引
、
6
カ
月
前
納
で
は
9
4
 

0
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
今
な
ら
平
成
1
8
 

年
1
0月
か
ら
平
成
1
9年
3
月
ま
で
の
六

カ
月
分
の
口
座
振
替
で
e
前
納
を
ご
利

用
で
き
ま
す
（
※
現
金
で前
納
さ
れ
る

場
合
は
、
1
年
分

・
6
カ
月
分
以
外
に
、
 

翌
年
3
月
分
ま
で
の
期
間
の
前
納
も
可

能
で
す
）
。
 

◇
必
要
な
も
の
 
①
年
金手
帳
や
納
付

書
（
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
）
 

②
預
貯
金
通
帳
 

③
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
 

◇
届
出
先
 

弘
前
社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
指
定

口
座
の
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便
局
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市
民

静
回
ン
 

金
木
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
 

皿
（5
3)
23
4
9
 
金
本
 

皿
（5
2)
41
8
7
 
松
橋
 

柔
道
の
基
本
技
術
を
習
得
し
な
が
ら
、
 

健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
よ
う
。
 ●

8
月
2
9日
、
1
0月
3
1日
の
毎
週
火
曜

日
（
全
1
0回
）
 
1
9時

、
2
0時
3
0分

五
所
川
原
警
察
署
金
木
分
庁
舎
2
階

◇
対
象
 
幼
児
、
中
学
生
及
び
保
護
者
 

（
定員
4
0名
）
 

◇
参
加
費
 
1
0
0
0円
（
保
険
料
、
 

修
了
証
を
含
む
）
 

参
加
料
は
初
日
に
持
参
。
も
し
く
は
、
 

金
木
柔
道
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い

（
認
印
持
参）
。
 

※
柔
道
着
に
つ
い
て
は
応
相
談
。
 

あ
し
の
園
ま
つ
り
 

盆
踊
り
大
会
 

皿
（5
3)
2
21
5
 

●

8
月
2
0日
卿
 
1
6時

、
 

（
盆踊
り
は
1
9時
と
 

あ
し
の
園
駐
車
場
 

◇
内
容
 
盆
踊
り
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
 

ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
（景
品
多
数
）
、模
擬

店
（
焼
肉
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
、
そ

ば
等
）
、介
護
相
談
、
足
湯
体
験
等

※
盆
踊
り
参
加
者
に
景
品
あ
り
。
 

大
盆
踊
り
大
会
 

（
五
所川
原
甚
句
踊
り
大
会
）
 

五
所
川
原
甚句
保
存
会
 

m
(3
4)
75
0
4
 
山
本
 

今
年
も
盛
大
に
盆
踊
り
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
1
8日
国
 
1
8時
4
5分

、
2
1時
 

（
受付
 
1
7時
と
 

つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
特
設
会
場
 

※
参
加
無
料
。
 

参
加
者
全
員

に
景
品
が
あ
 

り
ま
す
。
 

「す
て
っ
ぷ
立
侵
武
多
」
 

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
I
・
 

N
P
O法
人
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
 

す
て
っ
ぷ
 

m
菰
）
2
1
7
0
 

孫
悟
空
の
立
侯
武
多
を
運
行
し
ま
す
。
 

参
加
し
て
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

ー
 

●

8
月
4
日
国
、
8
日
因
 

◇
参
加
費
 
1
人
1
日
5
0
0
円
 

（
保
険・
お
や
つ
・
飲
み
物
）
 

◇
申
込
方
法
 
参
加
し
た
い
日
を
決
め
 

て
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
申
し
込
み
 

く
だ
さ
い
。
 

※
孫
悟
空
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ
も
 

販
売
中

！
 

働
く
婦
人
の
家生
活
講
座

受
講
生
募
集
 

m
(3
5)
88
9
8
 

秋
の
白
然
植
物
観
察
で
自
然
を
満
喫
し
、
 

分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
し
ま
せ
ん
か
？
 

●

9
月
1
日
国
 
9
時
、
1
6時
 

集
合
時
間

…
8
時
4
0分
 

集
合
場
所
…
働
く
婦
人
の
家
 

行
き
先

…
不
動
の
滝

（
中
泊
町）
 

◇
講
師
 
木
村
啓
氏
 

◇
申
込
方
法
 
前
日
ま
で
電
話
で
申
し
 

込
み
く
だ
さ
い

（
定員
2
5人
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
持
ち
物
 
弁
当
、
敷
物
、
飲
み
物
等
 

8
月
は
 

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
』
 

土
木
課
 
内
線
3
0
4
・
3
0
6
 

五
所
川
原
県
土
整
備
事
務
所
 

阻
（3
5)
21
0
6
 

大
正
9
年
8
月
1
0日
に
、
日
本
で
最

初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画

で
あ
る
第
1
次
道
路
改
良
計
画
が
策
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
8
月
1
0日
が

『
道

の
日
』
と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

8
月
は

『
道路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で

す
。
消
蕗
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生活

を
支
え
る
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本

的
な
社
会
資
本
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も

身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
。
8
月
1
0
 日

の
 
「道
の
日
」
を
契
機
に
も
う
一

見
直
し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
事
業

受
講
生
募
集
 

県
立
弘
前
高
等
技
術
専
門
校
つ
がる
校
 

旦
翌

5
0
50
 

⑨
経
理
ビ
ジ
ネ
ス
科
 
簿
記
・
会計
の

知
識
お
よ
び
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
を

習
得
し
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
経

理
実
務
の
知
識
と
日
商
簿
記
3
級
取

得
を
目
標
と
し
ま
す
。
 

◇
訓
練
期
間
 
3
カ
月
 

9
月
4
日
囲
、
1
1月
2
7日
⑧
 

◇
受
講
資
格
 
公
共
職
業
安
定
所
に
求

職
申
込
み
を
し
、
同
所
長
の
受
講
指

示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受
け
た方
。
 

◇
募
集
定
員
 
2
0名
 

◇
申
込
方
法
 
8
月
2
2日
因
ま
で
に受

講
申
込
書
を
五
所川
原
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
受
講
無
料
。た
だ
し
、
職
業
訓
練
生

総
合
保
険
加
入
料
1
8
0
0円
あ
り
。
5
 

8月10日は『道の日』 
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第
2
回
五
所
川
原
 

立
侵
武
多
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

岡
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

事
務
局
 

m
(3
8)1
5
1
5
 

あ
な
た
の
カ
メ
ラ
で
立
侯
武
多
の
魅

力
と
感
動
を
写
し
ま
せ
ん
か
。
 

◇
テ
ー
マ
 
2
0
0
6
年
の
立
侵
武
多

を
撮
影
し
た
未
発
表
の
作
品
に
限
る
。
 

◇
サ
イ
ズ
 
カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り

◇
賞
 
金
賞
1
点
（
5
万
円
と
副
賞
）
、
 

銀
賞
2
点
（
2
万
円
と
副
賞
）
、銅

賞
3
点

（
1
万
円
と
副
賞
）
、入
選
 

1
0点
、
（
副賞
）
、佳
作
3
0点
程
（
副

賞
）
、特
別
賞
3
点
（
5
千
円
）
 

◇
応
募
方
法
 
9
月
1
5日
国
必
着
で
タ

イ
ト
ル
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
 

撮
影
日
を
記
入
し
た
応
募
用
紙
を
写

真
裏
面
に
貼
り
送
付
、
ま
た
は
持
参
。
 

◇
そ
の
他
 
写
真
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
 

入
賞
者
は
原
板
を
提
出
の
こ
と
。
入

賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
し

ま
す
。
ま
た
、
P
R

、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。
 

◇
発
表
 
9
月
（
予
定
）
入
賞
者
に
直

接
通
知
し
ま
す
。
 

◇
お
間
い
合
せ
・
応
募
作
品
送
り
先

囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
事
務
局
 

〒
0
3
7

1
8
6
8
6
 

五
所
川
原
市
字
岩
木
町1
2番
地
 



子育ては地域のみんなの手乙ぜ 

イ 五所川原市 
×フアミリーサホートセンター 

活動紹介 

舞台設備操作技術講習会 

大道具・照明・音響についての実技を主体と 

した基礎的な技術を習得できます。 

◇8月19日田～20日（日） 9時30分～16時30分 

ふるさと交流圏民センター 

◇講 師 ()ステージテック・・・オルテンシア舞 

台担当。演劇、音楽、公演会等会館 

利用者の舞台を総合的に手がける 

◇対象者 一般、高校生 

◇受講料 無料 

◇募集期間 8月 1日因～16日困 

※服装は動きやすいもの。受講の際は昼食持参。 
	ノ 

五所川原市役所 公35-2111 平成18年 8 月 1日 6 

4 

麟熱薫 ___ 鶏真紀 , -..-' 
那南（ななみ）ちゃん 2 カ月と提供会員の神恭代さん 

’ 喜びいっぱいの子育てですが、お母さん自身が病
院に行きたい、用事をたしに行きたいそんな時は大
変なものです。この日は深堀さんが歯科医に行くた
め働く婦人の家託児室で保育を行いました。神さん
は「大切にお預かりします』とまだ柔らかな那南ち
ゃんを優しく胸に抱き寄せ、保育を行っていました。 

随時会員募集 TEL&FAX (35) 8953 

図書館からのお知らせ I  
開館時間 8 月の休館日 

五所川原市立図書館 

TR 34-4334 
9時30分～18時 

（土・日は 17時まで） 

毎週月曜日 

17日困 

9 時30分～17時 
毎週月曜日 

17日困 
伊藤忠吉記念囲書館 

TE[ 5 3 - 3 049 

市
 
館
 

一
 

 

甫

6
2
 

分

1
1
 

 

9 時30分～17時 
毎週土・日曜日 

17日困 

「公民館からのご案内 

皿 35一6056 

★家族で映画を楽しむ会 ～8月 

今回も世界名作童話をはじめ、おなじみの「日 

本昔ばなし」 を上映します。 

◇ 8月26日田 10時～11時30分 

中央公民館 2階 視聴覚室（入場無料） 

★みんなのギャラリー 

「手編み教室作品展」を開催します。 

中央公民館自主事業の 「みんなの教室」 で開 

催している 「手編み教室」作品展です。 

◇ 9 月 5 日因まで（開館時間内であればいつで 

もご覧になれます） 

2階ギャラリー 

◇講師 島村恵美子さん 

金木公民館 
	

ia 5 3一3581 

★太宰を語る月例会 

◇ 8月16日困 19時～ 

1、「作品朗読⑦」鑑賞と解説 

・太宰作品『リイズ』 

・朗読～お話しサークルすずめっこ 

2、親しかった人たち「太宰を語る」 

・「なまの声（録音）」を聴く 

中村貞二郎、大橋勇五郎、越野タケ 

鳴海和夫、津島タカ、中畑慶吉、 

阿部合成、伊馬春部 等々 

・親しかった人々寸猫 

★アニメ映画上映会 

◇ 8月 2 日から18日の毎週水曜日及び金曜日 

9時30分～11時30分（入場無料） 

◇「目本むかしばなし」、「しらゆきひめ」など 

が島 

オルテンシアからのお知らせ ふるさと交流圏民センター TE[ 33-2 1 11 FAX 33-2006 

-8月催物案内ー 
日 曜日 催 	 物 開演 入場料 

大

ホ
ー
ル
 
 

6
  

日
  

青森県歌謡選手権大会 12:00 
前売‘当日 

499円 

19 土 
舞台設備操作技術講習会 

9:30 無 	料 

20 日 9:30 無 	料 

25 金
  

明治大学マンドリンコンサート 18:00 
前売・当日 

2,500円 

27 日
  

青森県立五所川原工業高等学校吹
奏楽団 第 7回定期演奏会 

13:00 
前売・当日 

500円 

小

ホ
ー
ル
 
 

19 土 
舞台設備操作技術講習会 

9:30 無 	料 

20 日 9:30 無 	料 

23 水 乳幼児の育ちを支える食育研修会 14:00 無 	料 

27 日 映画上映（青森映研） 未定 未 	定 

29 火
  

平成侶年度安全運転管理者等講習
五所JI原会場 

10:00 関 係 者 

※主催者の都合により、II程等が変更になる場合もあ〕ます。 



し～うらんど海遊館夏祭り 
運動プログラム無料開放 1j) 
日頃の運動不足や、疲れを海遊館でリフレッ

シュしてみませんか？ 

◇期 間 8月10日困- 16日困 7日間 

◇内 容 運動プログラム無料開放（通常500円） 

（詳細はHPをご覧ください） 

◇入館料 大人1,000円 子供500円 

◇持ち物 

水着、バスタ

オル、フエイ

スタオル（レ

ンタルもあり

ます） 

★お問い合わせはし～うらんど海遊館まで 
TEL 27-7373 http : //www.tsi-c.com/shiura/  

イ 	 × ク 	 、 

＼ 県営住宅入居者募集 〕 
（県営住宅等指定管理者） 

株式会社サン・コーポレーション 

住宅管理係 Ift 38-3181 

◇募集住戸 

①広田団地（みどり町 5丁目） 

鉄筋コンクリート 3 LDK・・・ 1戸 

（申込者及び同居予定者数の合計が3人以上） 

②広田団地（みどり町 5丁目） 

鉄筋コンクリート 3K・・・ 1戸 

◇募集期間 

8月1日因～10日困 （土・日曜日を除く） 

◇家 賃（所得金額に応じて決定） 

①16,400-27, 100円程度 

② 13, 400-22, 000円程度 

※駐車は 1住戸につき 1台です。 2 台目の駐車

はできません。 

、駐車料金は家賃と別に徴収します。 

	ク 

持

受
 

内線223・224・225 

腸炎ピブリオ食中毒警報ー 
夏は食中毒が多発する季節です。腸炎ビブリオは、 

海水温・気温の上昇に伴い、生の魚介類に付着し不

衛生な取扱いを受けると菌が増殖します。低温（冷

蔵庫内）真水（水道水）に弱いのが特徴です。 

食中毒防止のためのチェックをしてみましょう。 

食品購入の時のチェツク 

ロ表示を確認して買う 

ロ魚介類は最後に買い、寄り道な 

どせずに帰宅する 

家庭で保存する時のチェツク 

ロ魚介類を持ち帰ったらすぐ冷蔵庫、冷凍庫に入れる 

ロ汁などが漏れないよう密閉容器などに入れる 

調理する時のチェツク 

口他の食品を汚染させないよう専用 

の包丁まな板などを使用する 

ロ魚介類は、水道水の流水で十分に 

洗浄する 

ロまな板などは、洗浄後、さらに熱湯で消毒する 

食事の時のチェツク 

ロ調理後の食品はすぐ食べ、刺身などは冷蔵庫から
出してから2時間以内に食べる

ロ会食などで出された料理、特に

刺身など絶対に持ち帰らないよ ー,一17七に、 

うにする 	 ー一 

咽頭結膜熱（プール熱）に注意！ 
プール熱の発生が、増加しています。プール熱は、 

アデノウイルスの感染により、発熱（38---39度）、の

どの痛み、結膜炎の症状がでます。 

予防するには 
1 日常から、手洗い・うがいを励行しましょう。 

2 プールからあがった後は、シャワーを浴び、目も

しっかり洗いましょう。タオルの共用は避けまし

よつ 0 

赤ちゃんと楽しむマタニティ教室 
海が元気をくれるタラソテラピー（海洋療法）施

設で、適度な運動とリラックスケアにより、妊娠期

特有の諸症状を和らげます。また、産後の身体を整

えていくためのセルフケアを獲得する機会にお役立

てください。 

対 象】五所川原市の妊婦さん（安定期・妊娠16週 
- 32週の方）、出産後おおむね 1年程度の
産婦さん 

日 時】8月25日圏 14時～16時 

場 所】し～うらんど海遊館 1EL27-7373 
※市役所前からバスがでます（12時50分出発】無料） 

内 容】運動指導士による講義及び実技・・・ 

テーマ「タラソテラピーで心もからだも 

リラックス＆リフレッシュ」 

持ち 物】母子健康手帳、水着（レンタル有り） 

受講料】1,000円（当日徴収します） 

申込方法】妊婦さんは、医師の許可を得たうえで、 8 
月17日（木）まで、電話でお申込みください。 

その後、決定通知はがきでお知らせします。 
そ の他】今回託児はありませんので、フアミリーサ 

ポートセンター等のご利用をお勧めします。 

共 催】五所川原市民保健協議会 

ち

講
 込

 
方
 

物

料
法
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(1人分：11 7kcal) 

材料（6個分） 

クリームチーズー司OOg 	水 	 大さじ 2 

牛乳 	カップV2 	レモン汁 	小さじ 2 

豆乳（無調整）”・カップ 1 	フルーツソース・・・適量 

砂糖 	 45g 	（ストロベリー、アロエ、ブルーベリー蛇） 

ゼラチン 	6g 

【作り方】 

(t クリームチーズは室温で戻しておく。粉ゼラチンを
分量の水に振り入れてふやかしておく。 

②鍋に牛乳と砂糖を入れて火にかけ、rのゼラチンを
加えて溶かし、火を止めて豆乳を入れる。（牛乳は人
肌ぐらいに温め、沸騰させない。） 

3 ボールにクリームチーズを入れ木ベラで練り、さら
に泡立器にかえてなめらかになるまでよく練る。 

4 3 の中に 2)の牛乳を少しずつ混ぜながら加える。さ
らにレモン汁を入れる。 

⑤水でぬらしたプリン型に、4 の生地を流し入れ、冷蔵
庫または氷水で冷やし固める。 

※好みでフルーツソースをかけていただく 

柔らかくてクリーミーなチーズに豆のおいしさとレモ

ンのさわやかさが加わった簡単デザートです。早速作

ってみませんか？ 

r第1回「ザ☆こしよがわら元気教室」も 
ド 	 く 

いつまでも若く、元気でいられるように、身体
を動かしたり、手作業をすることで、筋力の低下
を防ぎ、ゆっくりと年齢を重ねていくための教室

です。  
●8 月 9 日（加 13時～15時 参加無料 

保健センター五所川原 1階集団指導室 
◇対象 何らかの障害があっても日常生活はほぽ 

自立し、一人で外出できる方。 
◇内容 血圧測定、自宅でできる運動、体力測定 
◇持参する物 筆記用具、汗拭きタオル 
※動きやすい服装でお越しください。 
◇申込締切 8月 7 日（月）まで（内線225) 

ヘルス・インフォメ～シコン 

健 康 推 進 課 公35一2111（内線223・224・2 
保健センター金木 公53一2111（内線154・155・1 
保健センター市浦 公27一7733 	" 

五所川原市食生活改善推進員会 

～乳製品を使った料理～ 

く  健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談な 

ど保健師が相談に応じます。健康手帳をお持ちの 

方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催 日 開催時間 

五所川原 

共栄集会所 
8月 8日
因 

ii: 00- 
12 】 00 

桜田集会所 
8月22日
因 

10 : 30- 
12 : 00 

市 	浦 保健センター市浦 
8月22日
因 

10 : 00-
ii: 00 

（ みんなの健康教室 ） 

◇日 時・・・8月25日岡 13時～14時 

◇場 所・・‘働く婦人の家 3階ホール 

◇テーマ…心臓の病気治療 

◇講 師・・・木村正雄先生（木村内科医院） 

◇主 催・・・」ヒ五医師会・五所川原市民保健協議会 

く献血のご案内（バス巡回）) 

期 日 時 	間 場 	所 

8月27日（H) 10:00-12:30 
13:30-16:00 

エルムの街ショッピング

センター専門店入口の外 

8月31日困 
（成分献血） 

10:00-16:00 
保健センター市浦 
（ピンコロ会館） 

※成分献血は人数に制限があります。ご協力いただける

方は 8 月21日までに健康推進課へご連絡ください。 

◇
◇
 

講
主
 

く医療機関名の変更について） 

乳幼児予防接種の個別接種、五所川原市ミニド

ック（基本健康診査）実施医療機関の「対馬内科

小児科医院」が「田町示苗クリニソク」（電話 

34-3431) になりました。 

要iE事曹」il「~ 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

8 月 6日 日 川崎胃腸科内科医院 敷島町56 34-3330 

8月13日 日 増田病院 新町41 34-2727 

※ 1．対応~寺間電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介合34 -4999）でも紹介 

します。 

三霧霧 
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